
1

南白亀川水系の整備目標に対する南白亀川水系の整備目標に対する

取り組み状況取り組み状況についてについて

平成２２年２月１０日

南白亀川流域委員会事務局

資料－６



2

南白亀川水系の概要南白亀川水系の概要
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①治水（ハード整備）①治水（ハード整備）
(1)河道改修 南白亀川（長生管内）

清水堰上流付近

【取り組み状況】
・広域河川改修事業（河口～小中川合流点） L=8.32km
・事業区間のうち、用地買収・河道拡幅は概ね完了。下流から順次河道改修を進めて
いる。今後は、地盤沈下に伴う堤防高不足箇所の嵩上げを実施していく。 （進捗率：
27％）
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①治水（ハード整備）①治水（ハード整備）
(1)河道改修 南白亀川（山武管内）

改修前の状況
（新堀橋下流付近）

改修後の状況
（新堀橋下流付近）

国道128号
国道128号

【取り組み状況】
・住宅市街地基盤整備事業（柳橋～JR東金線） L=4.16km
・事業区間の下流約3.7kmの改修が完了 （進捗率：97％）
・下流から順調に河道改修を進めている。
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①治水（ハード整備）①治水（ハード整備）
(1)河道改修 小中川（山武管内）

  

改修前の状況
（大網駅前）

改修後の状況
（大網駅前）

【取り組み状況】
・住宅市街地基盤整備事業（合堰～JR外房線） L=5.1km
・事業区間の河道改修は平成２１年度で完了（進捗率：100％）
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①治水（ハード整備）①治水（ハード整備）
(1)河道改修 赤目川（長生管内）

越場堰上流付近 越場堰付近

【取り組み状況】

・南白亀川合流点～指定区間上流端(L=7.7km)区間のうち、南白亀川合流点
から南豊川合流点までの約4km区間の改修が概ね完了（進捗率：71%）
・下流から順次に河道改修・堰改築を進めている。



7

①治水（ハード整備）①治水（ハード整備）
(2)調節池建設 赤目川調節池

Ｂ池

← 赤目川

乗
川
↓

Ａ池

面 積：A=2.6ha(H.W.Lでの面積）
施設容量：V=93,000m3

面 積：A=3.4ha(H.W.Lでの面積）
施設容量：V=104,000m3

写真：赤目川調節池（B池）

【取り組み状況】

・Ｂ池：概成。運用中

・Ａ池：平成22年度から調節池の工事に着手する予定

・赤目川の上流域（本納駅）周辺での浸水低減効果が期待できる。
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①雨量・水位情報の公表

②避難の目安になる避難判断水位の設定・情報の伝達

③洪水ハザードマップの作成・公表

・局地的集中豪雨により、中小河川における被害が多発

・避難勧告の基準が不明確で逃げ遅れが発生

・災害時要援護者の被災が多い

近年の豪雨・水害の傾向

対応策（南白亀川での対応）

①治水（ソフト整備）①治水（ソフト整備）
(4)洪水情報の公開

水防法の一部改正

・平成16年の新潟、福島、福井の３県で発生した集中豪雨では、中小河川の水害が多
発し、避難勧告の発令基準が不明確であったことなどが原因で逃げ遅れなどの被害が
あった。

・これを契機に平成17年7月に水防法が改正され、中小河川における避難判断の基準
等を定めることとなった。
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雨量・水位情報の公表（WINC2）

・雨量観測情報
・水位観測情報
・気象注意報、警戒発表情報

【取り組み状況】
・千葉県の防災情報のHP（WINC2）にて、リアルタイムの雨量データ、水位データ
を配信中。（http://chibapref.bosai.info/chibapref/obsrain_10min.html
「WINC2」で検索）

・平成21年8月の台風9号による大雨の際には、約82,000件/日のアクセスがあった。
（当該時期平常時の平均アクセス件数は、約2,900件/日）

・平成19年9月に水位情報周知河川に指定。 九十根水位観測所にて住民の
避難判断の目安となる避難判断水位を設定した。

（毎年水防連絡会議を開催、各水防管理団体等を含めて情報伝達系統等の

確認をしながら洪水時に備えている。）

・雨量・水位情報については、HP・自動電話応答装置・FMラジオなどを通して
警戒情報を提供している。

（指定後においては、避難判断水位を超える大きな出水は確認されていない。）
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水位情報周知区間と避難判断水位

・パソコン・携帯電話での情報提供
（WINC2）
・自動電話応答装置の利用
・千葉テレビ放送によるテレビ報道
・NHK千葉放送局による FMラジオ報道

○氾濫注意水位

・市町村の避難準備情報等の発令判断の目安

・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

・水防団の出動の目安

○避難判断水位

・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安

・住民の避難判断の参考となる水位

○氾濫危険水位

・洪水により相当の家屋浸水等の被害が生じる氾濫の恐れがある水位

・南白亀川では水防法13条に基づき、水位情報周知河川に指定され
ており、避難判断水位を定めている。（平成19年9月指定）
・水位が達した場合は、水防管理者に通知するとともに、情報機関

の協力を得て一般に周知

・水位情報周知区間は河口から管理区間上流端までの17.5km区間
・避難判断水位は九十根水位観測所で設定（下表参照）

2.45m

水防団待
機水位

3.25m2.95m2.85m九十根

はん濫危険
水位

避難判断水位はん濫注
意水位

観測所
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洪水ハザードマップの作成・公表

【取り組み状況】

・H18年度に「浸水想定区域図」を作成。 H19年9月28日付けで千葉県のHP
にて公表開始。

・公開後、同HPには、年間約5,700件（2009年）のアクセスがあり、県民等に閲覧
されている。

・長生村においては、平成20年３月に「洪水ハザードマップ｣を作成し、自治会長
を通じて各戸へ配布済。

また、マップは広く住民に認識をしてもらえるよう役場内に常置している。

そのほかに情報伝達手段として村のＨＰでも公開をしている。

・その他の４流域市町村については、平成22年3月末までに作成し、上記に準じ
た公開を予定している。

（マップに対する住民の認識等については、既に配布済の長生村では近年大き

な出水が無かったこともあり、意見や問合せ等は特になし。）

・住民が洪水に対する認識度については、平成22年度に全流域内の
「洪水ハザードマップ｣が公表予定であり、次年度早期に自治会長を通じて

実態調査を実施し、「洪水ハザードマップ｣の効果を検証していく。
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①治水（流域対策）①治水（流域対策）
(5)雨水貯留施設の設置

南白亀川

内谷川

赤
目
川

小
中
川

９８％実施比率

５４５,３００m3実施済み対策量

５５１,７００m3対策量の目標

洪水ピーク流量低減効果

約２０(m3/s)：南白亀川河口大規模開発位置図

【取り組み状況】

・南白亀川水系河川整備計画で定めた大規模開発に対する流域対策目標

（約55万m3）に対して98％（54.5万m3）を設置済みである。
・洪水時には南白亀川河口で20m3/s の低減効果が期待できる。
・小規模開発（1ヘクタール未満の開発）に対しては、千葉県「宅地開発等に伴う
雨水排水・貯留施設計画策定の手引き」を元に、市町村に対して貯留施設

設置を指導している。
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①治水（高潮対策）①治水（高潮対策）
(6)高潮対策に関する地元協議

南白亀川 虎橋より
下流を望む

南白亀川
虎橋下流付近（右岸）

【取り組み状況】

・高潮の実績を把握するため、潮位（銚子海岸）と下流の水位（虎橋観測所）、

降雨量（九十根観測所）の過去10ヵ年程度のデータを収集・分析。
・平成18年10月6日（低気圧）虎橋観測所において、最高水位 TP＋1.85mを
記録している。

（河口部において越水したという情報もあり）

・高潮対策として、計画堤防天端高不足箇所の嵩上げを地盤沈下の進行を考慮

し実施する。（平成22年度中に事業化予定）
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①治水（高潮対策）①治水（高潮対策）
(6)高潮対策に関する地元協議

堤内地盤高と堤防高の経年変化 測定箇所（旭橋付近）
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【取り組み状況】

・南白亀川の河口付近、旭橋付近において堤内地盤高および堤防高を経年的に測量
し、地盤沈下の影響をモニタリングしている。

・堤内地盤高の変化を見ると、10年間で10cm程度沈下している。
・堤防高も15年間で15cm程度沈下しており、地盤高と同等の沈下をしている。
・このような状況をさらに調査・整理した上で、堤防の嵩上げ等の対策について今後検
討していく。
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②利水・水利用（流水管理）②利水・水利用（流水管理）
(7)流況のモニタリング

虎橋

実測水位

はん濫危険水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

虎橋 水位観測所「ＷＩＮＣ２」より

水位計

【取り組み状況】

・虎橋、九十根の水位観測所の時間水位データを収集・分析。

・水位観測地点においては低水を含めたＨ－Ｑ式が整備されていないことから、

水位を流量に換算することが困難な状況にある。

・今後の取り組みとして、来年度から横断測量及び流量観測を行い、水位と流量

の関係を把握できるようにしていく。
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②利水・空間利用（利用状況の管理）②利水・空間利用（利用状況の管理）
(9)河川の親水利用の促進

・毎年夏に南白亀川下流（白子
町：旭橋～虎橋区間）にて「イカ
ダのぼり大会」を実施

・平成21年度は7/19（日）に実施
し、約400人が参加

【取り組み状況】

・南白亀川下流部において、毎年夏に白子町内の関係団体を母体

（事務局：白子町）に「イカダのぼり大会」を実施している。

・「イカダのぼり大会」については、広く参加を呼びかけ毎年約400人程度の
参加者があり、かつ、見学者とともに河川に親しんでいる。

・開催内容として、レースのほかイベントを加えたことにより、川に対する関心や

親しみが高まっていると考えられる。
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③環境・水質（水質管理）③環境・水質（水質管理）
(10)水質のモニタリング

＜凡例＞

（○:南白亀川、△:赤目川、□:小中川）

● ：千葉県

○ ：南白亀川改修期成同盟会

○△□：茂原市

⑦観音堂橋

水質観測位置図

①国道128号下流

②境川合流点 ③柳橋下

④小中川合流点

⑤御蔵芝橋

⑥赤目川合流点

⑧内谷川合流下流

⑨河口

⑫赤目橋

⑪法目橋

⑩豊福橋

【取り組み状況】

・千葉県(毎月)、茂原市(年4回)及び南白亀川改修期成同盟会(年2回)が、
定期的に水質調査を実施しており、水系全体の水質が把握できている。

・水系全体としては概ね環境基準を満たしており、水質は比較的良好な状況に

保たれている。

・H18・19年度に地元の小中学生による水質調査等について、教育関係者への
参加要請を行なったが、安全な調査場所の確保等の課題が残っている。

・今後の取り組みとして、平成19年8月に実施した「南白亀川水系徒歩点検マップ」
を基に、学校に近接した河川の調査適地の確保とともに市町村の協力を得ながら

要請を行っていく。
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③環境・水質（水質管理）③環境・水質（水質管理）
(10)水質のモニタリング

ＢＯＤの経年変化（南白亀川：山武管内）
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ＢＯＤの経年変化（南白亀川：長生管内）
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⑤御蔵芝橋(茂原市) ⑥赤目川合流点(期成同盟会)

⑦観音堂橋(千葉県) ⑧内谷川合流点下流(期成同盟会)

⑨河口(期成同盟会)

【BODの経年変化傾向】

・南白亀川本川では、どの観測地点もBODは概ね減少傾向であり、水質は良化傾向。
・近年は概ねＢ類型環境基準値である3mg/l程度となっている。
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③環境・水質（水質管理）③環境・水質（水質管理）
(10)水質のモニタリング

ＢＯＤの経年変化（小中川、赤目川）
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【BODの経年変化傾向】

・支川の赤目川・小中川において一部、環境基準値を満足していない

ものの、10年前の値と比較すると良化傾向にある。
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③環境・水質（水質管理）③環境・水質（水質管理）
(10)水質のモニタリング

平成16年より実施浜勝浦川勝浦市

汐入川

松崎水系

加茂川水系

河川

通年実施鴨川市

※右記新聞記事
参照

館山市

通年実施鴨川市

実施時期市

○ EM菌による浄化対策実施例（千葉県内）

○ EM菌による浄化対策実施例（首都圏）

荒川水系 日本橋川（中央区）東京都

相模川水系 千の川他

（茅ヶ崎市）

利根川水系 鉾阿川（鉾田市）

河川

茨城県

神奈川県

県

【取り組み状況】

・EM菌による浄化対策については、他河川において地元団体が実施している
事例は把握できた。

・しかし、明確な効果や生物などの環境に対する影響を検証できていないため、

当河川管理者としては実施しない方針。
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合併処理浄化槽数の経年変化
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下水道普及率の経年変化
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③環境・水質（汚濁負荷軽減対策）③環境・水質（汚濁負荷軽減対策）
(11)下水道整備、合併処理浄化槽等

公共下水道普及率

の経年変化
合併処理浄化槽数

の経年変化

【下水道整備、合併処理浄化槽の経年変化傾向】

・流域市町村の下水道普及率、合併処理浄化槽の設置状況等の経年変化を

整理し、普及率、設置数が増加していることを確認した。

・特に、長生村、大網白里町については下水道普及率の浄化が顕著であり、

その他市町については、合併処理浄化槽を設置することで汚濁負荷軽減対策を

実施している。

・ＢＯＤの値は減少傾向にあり、流域からの負荷削減効果がみられる。
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③環境・生物（生物生息環境対策）③環境・生物（生物生息環境対策）
(12)多自然川づくり

魚道

赤目川 千沢堰 赤目川 千沢堰（魚道）

【取り組み状況】

・赤目川の堰（4箇所）に設置されている魚道において、魚類等の遡上調査を実施した。
（平成21年3月～8月実施）
・上流の天王免堰では4回の調査で魚類16種、約1,000個体が、魚道を利用しているこ
とを確認できた。（魚道での採取および目視調査結果より）

・魚道設置により、堰閉鎖時においても上下流の連続性が保たれるようになった。

・河道整備にあたっては、生物などに配慮した改修を進めている。
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④維持管理（植生管理・ゴミ対策）④維持管理（植生管理・ゴミ対策）
(13)草刈り・(14)ゴミ拾い

住民ボランティア活動 地元住民団体委託による維持管理

【取り組み状況】

・現在流域内において、５団体の住民ボランティアにより、草刈り、ゴミ拾い清掃等を実
施し、河川愛護に取り組んでいる。

住民ボランティアによる活動状況一覧表

※農地・水・環境保全向上対策の一環として

【地元住民団体委託による堤防除草】

・流域内の地元住民団体（１５地区）が、毎年、行政との委託契約により 堤防除草
（A=122千平方メートル）を実施している。
（地元団体が除草作業することにより、河川に対する関心、愛護等に役立っているととも
に、業者委託と比較して約75％の費用節減が図られている。）

－ゴミ拾い大網白里町⑦九十根環境保全会

毎年9月から翌年5月草花の植栽長生村⑤宮成地域環境保全会※

年2回堤防除草長生村④宮成地域環境保全会※

大網白里町

白子町

白子町

白子町

市町村

清掃・除草

ゴミ拾い

ゴミ拾い

堤防除草

活動内容

年12回⑥小中川をきれいにする会

年1回③白子町歩こう会

年2回②南白亀川を守る会

年1回①南白亀川を守る会

活動頻度等団体名
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④維持管理（植生管理・ゴミ対策）④維持管理（植生管理・ゴミ対策）
(13)草刈り・(14)ゴミ拾い

内谷川 菜の花の植栽 内谷川 菜の花の植栽

南白亀川下流の堤防除草 南白亀川下流のゴミ拾い

【住民ボランティアによる活動例】

（上の写真）

・長生村にて、農地・水・環境保全向上対策の一環として内谷川に菜の花を植栽・併せ
て堤防除草も実施

（下の写真）

・南白亀川を守る会が南白亀川下流区間等で堤防除草・ゴミ拾いを実施
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④維持管理（植生管理・ゴミ対策）④維持管理（植生管理・ゴミ対策）
(13)草刈り・(14)ゴミ拾い

小中川の堤防除草 小中川の堤防除草

赤目川 南豊川合流点上流区間
の堤防除草

【地元住民団体委託による活動例】

（上の写真）

・赤目川（長生管内）において堤防除草を地元住民団体に委託して実施

（平成21年度では、地元委託：20,500m2を実施）

（下の写真）

・小中川（山武管内）において堤防除草を地元住民団体に委託して実施

（平成21年度では、地元委託：53,200m2を実施）
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④維持管理（植生管理・ゴミ対策）④維持管理（植生管理・ゴミ対策）
(13)草刈り・(14)ゴミ拾い
千葉県河川海岸アダプトプログラム

市町村

協働

市民・企業
自治会,学校,愛護団体,
ＮＰＯ,企業ほか

県
地域整備センター,
整備事務所

美化清掃等
環境保全活動の実施

合意書の
取り交わし

道具の貸与等支援の実施

協力

協力

美化清掃
水辺での環境調査や

環境学習
県管理河川等の
公共施設の確認除草作業

【取り組み状況】

・河川のアダプト制度の適用・啓発

【千葉県河川海岸アダプトプログラム）

「一定区間の公共の場所を市民団体や企業が美化活動(清掃)を行い、行政がこれを支
援する制度」

川や海岸を市民や企業と協力しながら、きれいに親しみやすくしていくために、多くの
方が気軽に安心して川や海岸の環境保全活動に参加してもらえるようにするためのもの。

◎具体的な支援内容

市民や企業が行う「美化清掃、環境保全活動」に対し、県から道具の貸与等の支援

（支援活動例）

・美化清掃

・除草作業

・県管理河川等の公共施設の確認

・水辺での環境調査や環境学習

・河川アダプト制度についてはＨＰ、県民だより等により参加を呼びかけているものの応
募団体がないことから、今後も継続して流域内の市町村と協働しながら参加団体を募る。
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④維持管理（施設管理）④維持管理（施設管理）
(15)堤防点検

小中川 赤目川

【取り組み状況】

・河川パトロールを平常時に年二回（９月と１２月）と洪水発生後に実施し、

堤防や護岸等の損傷状況などを点検している。

・その外、流域住民からの通報については、関係市町村を通じて情報の収集・現地確
認にあたっている。
（平成19、20年度においては大きな洪水も無く、施設の災害は発生無し。）
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④維持管理（河道管理）④維持管理（河道管理）
(16)維持浚渫

旭橋上流の浚渫

河口付近の浚渫

橋脚に付着したカキ殻

南白亀川（九十根堰付近）の
河道浚渫

【取り組み状況】

・河口部では、維持浚渫、橋脚のカキ殻除去などを継続して実施

・中流部の九十根堰付近では、毎年堆積土砂の浚渫を実施

・現状の河道管理により、洪水の流下阻害や水質の悪化等については確認されていな
い
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⑤広報・啓発（広報・啓発）⑤広報・啓発（広報・啓発）
(17)シンポジウム等の開催

【取り組み状況】

・今後の河川整備に関する認識を高めるため、県、及び市町村の実務担当者
を対象に勉強会を開催した。(H20年3月)。

・子供たちの河川に対する知識の向上のため、市町村教育委員会との協議を
開始したが、現場における事故等の懸念性に対する課題を残している。

・今後の取り組みとしては、安全面に関する課題を整理した上で市町村の協力
を得ながら早期に協議の進展を図る。
・環境美化の促進を図るため、県と市町村の農林事業担当者との情報交換の
結果、内谷川の堤防では、農地・水・環境保全対策事業を活用して地元地域
住民主体による除草及び菜の花の植栽を行い、河川の愛護及び環境美化
増進に取り組んでいる。


